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第2110回 例会プログラム 会　員　慶　事
●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12 : 30 
●国 歌 斉 唱  
●ロータリーソング／四つのテスト　 
●内　　　容／ロータリー財団月間に因んで
　　　　　　　ロータリー財団委員会　

★12 : 30点鐘
★名鉄菜館
★「富士山、自然からのメッセージ」
　富士山自然誌研究会
　会長　菅原久夫様

11月12日の例会
次　回
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　10月は米山月間です。本日の例会は、米山委員会に担当していただく事になって
います。
　「ノーベル賞」は毎年10月に発表されますが、2009年の平和賞は米国のオバマ大統領に決まりまし
た。その他の部門もほとんど決まりました。
　皆さまご存知のように、ノーベル賞は、ダイナマイトを発明したスウエーデンの科学者・アルフレッ
ド・ノーベルの遺言によって1896年に設けられました。授賞対象は「物理学」「化学」「生理学・医学」
「文学」「平和」の５部門で、人類の学問、平和に貢献した人々に賞金（約１億３千万円）が贈られま
す。現在は５部門に加えて「経済学」が追加されています。
　ノーベル賞ほど秘密に満ちた賞はないと言われています。候補者の名前も審査の過程も極秘。受賞
者への通知は発表当日に、電話で本人に知らされる。オバマ大統領も電話で知ったそうですし、ここ
日本では７年前に化学賞を受けた田中耕一さんも、ストックホルムからの電話に“どっきりカメラ”
だと思って最初は信用しなかったそうです。
　第１回の受賞者は、物理学受賞者がＸ線を発見したレントゲンで、108年前の1901年のことです。日
本人で初めて授賞したのは1949年に湯川秀樹博士が物理学賞を受賞しています。授賞資格は、授賞時
に生きていることと、国籍は問わないとの事なので、皆さんにも資格があります。
　以前からノーベル賞は自然科学分野へ賞を贈る頻度が高いにもかかわらず、数学賞がないのはなぜ
かと私には疑問でした。聞くところによりますと、それはノーベルが思いを寄せていたソーニヤ・コ
ワレフスカヤという女性の数学者がいましたが、彼女にはミターグ・レフラーという数学の分野で功
績を残した婚約者がいました。ノーベル賞に数学賞を設けると恋敵のレフラーが受賞者になる可能性
が高かったので、ノーベルは数学賞をつくらなかったそうです。恋の恨みはおそろしい！
　ちなみに、現在「数学」の分野で功績のあった人たちには、ノーベル賞ならぬ「フィールズ賞」と
いう賞が贈られています。　

会長挨拶

●会員誕生日／11月５日　根上眞一君 
●結婚記念日／11月９日　滝口喜徳君 けい子様ご夫妻
●皆　出　席／10月23日　根上陽一君（６年） 
　　　　　　　10月24日　井口修一君（18年） 
　　　　　　　11月２日　土屋闊正君（３年）



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○鈴木　榮一
幹　　　事○勝又　　洋
会報委員長○斎藤　　衛
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田代博久君
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会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

60名 60名 55名 91.67％ 100％

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（５名）

のメーキャップ

の出席報告
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米山月間に因んで

のスマイル

秋田　敬君・梶原一正君・大森清治君・戸栗太平君 
山口幸男君

10月９日 
10月14日 
10月14日 
10月17日

裾 野  
長 泉  
長 泉  
青少年交流の家

小野　篤之君 
内海　隆治君 
山内　強嗣君 
石田　　恩君

10月17日 
10月17日 
10月17日

青少年交流の家 
青少年交流の家 
青少年交流の家

勝又　博文君 
根上　眞一君 
田代　博久君

　米山奨学事業は、日本最初のロータリーク
ラブの創立に貢献した実業家米山梅吉氏の功
績を記念して発足しました。1952年に東京ロー
タリー・クラブで始められたこの事業は、や
がて日本の全クラブの共同事業に発展し、
1967年文部省の許可を得て財団法人ロータリー
米山記念奨学会となりました。
　米山奨学金には奨学金による経済的な支援
だけでなく、ロータリークラブ独自の世話ク

ラブとカウンセラー制度による心の通った支援があります。通う
学校の近くの１つのクラブが地域密着型の「世話クラブ」となり
ます。奨学生は世話クラブの例会に月に一度出席し、ロータリー
会員と積極的に交流して国際交流・相互理解を深めるとともに、ロー
タリーの奉仕の心を学びます。奨学生１人に対し、世話クラブのロー
タリアンの中から１人が専門カウンセラーとなります。
　これまでに支援してきた奨学生数は、累計で15,130人（2009年
４月現在）。その出身国は、世界116の国と地域に及びます。奨学
団体としては、事業規模・採用数とも、日本国内では民間最大です。
財源は全国およそ10万人のロータリアンの寄付で支えられています。

・職業奉仕月間の企業訪問には大勢のクラブメンバーの参加 
　ご苦労様でした。職業奉仕委員会
・先日は観月会で当店を賑わせて頂き、ありがとうございま
　した。斉藤礼志君
・10月10日沼津店がオープンできました。場所は国道一号線
　東間門1丁目1番でホンダカーズ沼津という名称です。お近
　くを通りましたらお立ち寄り下さい。芹澤正明君
・観月会には多数の皆様のご出席を頂きありがとうございま
　した。深沢様にはお供え物をご用意頂きありがとうござい
　ました。親睦活動委員会
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